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●今月の主な内容
住宅取得・建築などの補助制度 � �2 ～ 3
小千谷市制施行60周年記念式典 � �4
総合支援学校開校 � �5
小千谷市文化講演会 � �6

「ときめきめぐりあい会員」募集中 � �7
市民と市長の懇談会   8
新潟県中越大震災復興基金事業の追加のお知らせ   12
平成26年度成人式のご案内   15
お知らせ・健診日程 � �14 ～ 17

　

一日消防署長に敬礼！
春の火災予防運動「一日消防署長」
　春の火災予防期間中の4月2日㈬、小千谷
小学校の児童が一日消防署長を務めました。
　一日消防署長に任命されたのは、小千谷小
学校6年生の五十嵐浩輔さんと佐藤晴太さん
で、2人は辞令を交付された後、市内企業で
の防火査察や、放水訓練の指揮などの業務を
行いました。また市内スーパーでは、花の種
などを配りながら、「火の用心お願いします」
と防火を呼びかけていました。
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住
宅
を
取
得
す
る
方
を
　
　
　
　
　

　
応
援
し
ま
す
！

◎
住
宅
取
得
補
助
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
市
の
定
住
人
口
増
加
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進
す
る

た
め
、
市
内
に
住
宅
を
建
築
ま
た
は
取
得
す
る

方
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、

今
年
度
も
延
長
し
て
実
施
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者
／
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

❶
自
ら
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
住
宅

　

を
取
得
す
る
方
（
建
て
替
え
の
場
合
も
含
み

　

ま
す
）

❷
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

❸
自
己
名
義
で
当
該
住
宅
の
登
記
を
行
う
方　

　
（
転
入
者
が
共
有
名
義
で
登
記
す
る
場
合
に

　

は
、
２
分
の
１
以
上
の
持
ち
分
を
有
す
る
必

　

要
が
あ
り
ま
す
）

※
た
だ
し
、
契
約
書
を
交
わ
さ
な
い
売
買
や
無

　

償
譲
渡
ま
た
は
相
続
に
よ
る
取
得
の
場
合
は
、

　

補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
要
件
／

▽
住
宅
と
は
、
自
ら
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
と

　

し
た
居
室
・
台
所
・
ト
イ
レ
・
浴
室
な
ど
を

　

備
え
て
い
る
延
べ
床
面
積
が
55
㎡
以
上
の
一

　

戸
建
て
住
宅
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

▽
市
内
業
者
と
は
、
市
内
に
本
社
、
本
店
を
有

　

し
て
い
る
法
人
ま
た
は
個
人
の
う
ち
、
住
宅

　

建
築
業
を
営
ん
で
い
る
者
、
ま
た
は
宅
地
建

　

物
取
引
業
法
に
基
づ
く
免
許
を
受
け
て
い
る

　

者
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

▽
転
入
者
と
は
、
本
市
に
転
入
し
た
日
ま
た
は

　

転
入
を
予
定
し
て
い
る
日
を
起
算
日
と
し
て
、

　

転
入
前
2
年
の
間
に
本
市
に
住
所
を
有
し
て

　

い
な
い
方
で
、
引
き
続
き
5
年
以
上
の
定
住

　

の
意
思
を
も
っ
て
本
市
に
転
入
し
た
方
（
た

　

だ
し
、
転
入
日
か
ら
1
年
以
内
に
申
請
さ
れ

　

る
方
が
対
象
）
ま
た
は
転
入
を
予
定
し
て
い

　

る
方
。
な
お
、『
小
千
谷
市
定
住
促
進
事
業

　

家
賃
補
助
』
の
交
付
を
受
け
た
方
が
、
最
終

　

の
家
賃
補
助
対
象
月
の
翌
月
1
日
か
ら
1
年

　

以
内
に
申
請
す
る
場
合
は
、
転
入
者
と
同
様

　

の
取
り
扱
い
と
し
ま
す
。

　
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
を
　
　
　
　

　
行
う
方
を
応
援
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
被
害
を

軽
減
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
耐
震
基
準
が
見
直
さ
れ
た
建
築
基
準

法
改
正
前
（
昭
和
56
年
5
月
31
日
ま
で
）
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
と
し
た
補
助
制
度

が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
制
度
も
、
必
要
書
類

を
添
え
て
着
手
前
に
申
請
し
、
補
助
金
交
付
決

定
後
に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
要
件
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助
制
度

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
る
人
に
診
断

費
の
一
部
を
補
助
し
、
自
己
負
担
額
が
1
万
円

と
な
る
補
助
制
度
で
す
。

　

木
造
住
宅
耐
震
改
修
設
計
費
、
改
修
工
事
費

補
助
制
度
や
木
造
住
宅
部
分
補
強
・
地
震
保
険

等
加
入
促
進
補
助
制
度
を
受
け
る
た
め
に
は
、

こ
の
耐
震
診
断
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
額
／
補
助
対
象
住
宅
の
延
べ
床
面
積

に
応
じ
て
定
め
た
耐
震
診
断
費
か
ら
1
万
円
を

差
し
引
い
た
額
と
し
ま
す
。

耐
震
診
断
の
対

象
と
な
る
延
べ

床
面
積

耐
震
診

断
費

自
己
負

担
額

補
助
金

額

70
㎡
以
下

7
万
円

1
万
円

6
万
円

70
㎡
超

1
7
5
㎡
以
下

8
万
円

1
万
円

7
万
円

1
7
5
㎡
超

10
万
円

1
万
円

9
万
円

■
申
請
締
切
／
平
成
26
年
11
月
28
日
㈮

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

※
建
築
す
る
場
合
は
工
事
の
着
手
前
に
、
購
入

　

す
る
場
合
は
契
約
の
日
の
前
日
ま
で
に
申
請

　

書
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
提
出
し
、
補
助

　

金
交
付
決
定
後
に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。
た

　

だ
し
、
事
前
に
申
出
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と

　

き
に
は
、
補
助
金
の
対
象
に
で
き
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ

　

さ
い
。

■
補
助
金
額
／

■
必
要
書
類
／

▽
申
出
書

▽
申
請
書

▽
請
負
契
約
書
の
写
し
（
建
築
の
場
合
）

▽
見
積
書
の
写
し
（
購
入
の
場
合
）

▽
住
宅
の
位
置
図
（
付
近
見
取
図
）

▽
各
階
の
平
面
図
（
延
べ
床

　

面
積
が
確
認
で
き
る
も
の
）

▽
納
税
証
明
書

▽
定
住
誓
約
書
（
転
入
者
の

　

場
合
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
建
設
課
建

築
住
宅
係
℡
83
・
3
5
1
4

区
分

対
象
要
件

補
助
上
限
額

新
築
住
宅
・

建
売
住
宅
の

取
得

市
内
に
お
い
て
、
新

築
住
宅
か
建
売
住
宅

を
取
得
し
た
場
合

10
万
円

市
内
業
者
と
契
約

を
交
わ
し
て
い
る

場
合

20
万
円
を

加
算

転
入
者
で
あ
る
場
合
50
万
円
を

加
算

中
古
住
宅
の

取
得

市
内
に
お
い
て
、
転

入
者
が
中
古
住
宅
を

取
得
し
た
場
合

30
万
円

住
宅
を
取
得
す
る
方

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
を
行
う
方

克
雪
住
宅
を
建
築
す
る
方

U
・
J
・
I
タ
ー
ン
を
す
る
方

応
援
し
ま
す
！

　
各
補
助
制
度
の
申
請
書
な
ど
は
建
設
課
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た

だ
け
ま
す
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
建
設
課
建
築
住
宅
係
�

83
・
3
5
1
4

　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　http://w

w
w.city.
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◎
克
雪
す
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業
補
助

　
制
度

　

克
雪
住
宅
を
建
築
す
る
方
や
、
既
存
住
宅
を

克
雪
住
宅
に
改
良
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

■
補
助
対
象
者
／

▽
市
内
に
克
雪
住
宅
を
新
築
、
改
築
す
る
方

▽
既
存
住
宅
の
屋
根
を
改
良
し
て
克
雪
住
宅
に

　

改
良
す
る
方

■
補
助
対
象
住
宅
／
克
雪
住
宅
（
融
雪
式
、
耐

雪
式
、
落
雪
式
住
宅
）
※
別
途
基
準
あ
り
。

■
補
助
上
限
額
／

▽
融
雪
式
住
宅
：
44
万
円

▽
耐
雪
式
・
落
雪
式
住
宅
：
33
万
円

※
た
だ
し
、
高
齢
者
世
帯
や
母
子
世
帯
・
世
帯

　

主
が
障
が
い
者
で
あ
る
世
帯
な
ど
は
、
耐
雪

　

式
・
落
雪
式
住
宅
で
あ
っ
て
も
限
度
額
が
44

　

万
円
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
締
切
／
平
成
26
年
11
月
28
日
㈮

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

◎
木
造
住
宅
部
分
補
強
・
地
震
保
険
等

　
加
入
促
進
補
助
制
度

　

地
震
時
に
迅
速
な
避
難
が
困
難
な
高
齢
者
や

身
体
障
が
い
者
の
安
全
を
確
保
し
、
住
宅
再
建

手
段
と
し
て
有
効
な
地
震
保
険
な
ど
へ
の
加
入

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
地

震
時
に
お
い
て
倒
壊
な
ど
の
危
険
性
が
高
い
木

造
住
宅
の
部
分
補
強
等
工
事
費
用
や
地
震
保
険

料
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
と
な
る
に
は
、
部
分
補
強
工
事
や

地
震
保
険
へ
の
加
入
（
更
新
も
含
む
）
の
い
ず

れ
の
要
件
も
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
で
働
き
、
小
千
谷
で
暮
ら
す
　

　
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
業
者
を
　
　

　
応
援
し
ま
す
！

◎
定
住
促
進
事
業
家
賃
補
助
制
度

■
補
助
対
象
者
／
次
の
❶
～
❹
の
す
べ
て
を
満

た
す
就
業
者
の
方

❶
年
齢
が
55
歳
以
下
で
、
本
市
に
転
入
し
た
日

　

か
ら
6
か
月
以
内
に
申
請
さ
れ
る
方

❷
定
住
誓
約
書
の
提
出
が
で
き
る
方

❸
地
域
で
常
用
雇
用
労
働
者
と
し
て
就
業
さ
れ

　

て
い
る
方（
個
人
事
業
主
と
就
農
者
も
含
む
）

❹
転
入
後
、
市
税
を
滞
納
せ
ず
に
納
付
さ
れ
る
方

※
地
域
と
は
、
小
千
谷
市
以
外
を
含
み
ま
す
。

　
（
平
成
26
年
4
月
要
綱
改
正
に
よ
り
、
小
千

　

谷
市
に
定
住
し
、
市
外
で
就
業
さ
れ
る
方
も

　

対
象
と
な
り
ま
し
た
）

※
常
用
雇
用
労
働
者
と
は
、
正
社
員
ま
た
は
短

　

時
間
正
社
員
の
方
を
い
い
ま
す
。

※
個
人
事
業
主
と
は
、
開
業
の
届
出
に
よ
り
就

　

業
さ
れ
る
方
で
す
。

※
就
農
者
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
農
業
で
生
計
を
維

　

持
す
る
こ
と
を
目
的
に
就
農
さ
れ
る
方
で
す
。

※
派
遣
社
員
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ

　

ト
な
ど
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
ま
た
は
就
業
状
況
な
ど
で
定
住
し
な

　

い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
方

　

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
住
宅
／
市
内
の
民
間
の
借
家
、
ア
パ
ー

ト
な
ど

※
社
宅
や
社
員
寮
ま
た
は
雇
用
促
進
住
宅
な
ど

　

の
公
共
的
な
住
宅
は
除
き
ま
す
。

■
補
助
金
額
／
支
払
っ
た
家
賃
の
月
額
（
共
益

費
を
除
く
）
と
、
当
該
借
家
な
ど
に
付
属
す
る

駐
車
場
の
使
用
料
と
の
合
計
金
額
の
⅓
以
内
の

額（
2
万
円
を
限
度
、
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

■
補
助
期
間
／
交
付
決
定
の
月
か
ら
36
か
月
を

限
度

■
必
要
書
類
／
申
請
書
に
賃
貸
契
約
書
の
写
し
、

履
歴
書
、
誓
約
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

住宅の取得・建築などの補助制度

　
克
雪
住
宅
を
建
築
す
る
方
を
　
　
　

　
応
援
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
雪
に
強
く
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
に
克
雪
住
宅

を
建
築
す
る
方
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
事
前
に
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
、

補
助
金
交
付
決
定
後
に
工
事
に
着
手
し
て
く
だ

さ
い
。

■
補
助
金
額
／

▽
部
分
的
な
耐
震
改
修
を
行
っ
た
場
合

事
業
の
区
分

補
助
金
額

部
分
改
修
な

ど
の
工
事

工
事
費
の
�
の
額
（
上
限
40
万

円
）

地
震
保
険
料

な
ど

地
震
保
険
料
な
ど
の
½
の
額
（
契

約
年
数
に
よ
り
上
限
6
千
円
～

3
万
円
）

▽
住
宅
全
体
の
耐
震
改
修
を
行
っ
た
場
合

事
業
の
区
分

補
助
金
額

耐
震
改
修
設

計

設
計
費
の
½
の
額
（
上
限
10
万

円
）

耐
震
改
修
工

事

工
事
費
の
⅓
（
上
限
50
万
円
）

に
最
大
15
万
円
を
加
算
し
た
額

地
震
保
険
料

な
ど

地
震
保
険
料
な
ど
の
½
の
額
（
契

約
年
数
に
よ
り
上
限
6
千
円
～

3
万
円
）

■
申
請
締
切
／
平
成
26
年
11
月
28
日
㈮

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し

　

ま
す
。

■
申
請
締
切
／
平
成
26
年
11
月
28
日
㈮

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

◎
木
造
住
宅
耐
震
改
修
設
計
費
・
改
修

　
工
事
費
補
助
制
度

　

耐
震
診
断
を
行
っ
た
方
で
、
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
設
計
・
改
修
工
事
を
行
う
方
に
、
そ
の

設
計
費
と
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
着

工
前
に
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
補
助
金
額
／

■
申
請
締
切
／
平
成
26
年
11
月
28
日
㈮

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

事
業
の
区
分

補
助
金
額

耐
震
改
修
設
計
設
計
費
の
½
の
額
（
上
限
10
万

円
）

耐
震
改
修
工
事
工
事
費
の
⅓
（
上
限
50
万
円
）

に
最
大
15
万
円
を
加
算
し
た
額



︱　4

○
特
別
表
彰
被
褒
賞
者

　
　
　
　
　
　 

（
敬
称
略
）

▽
地
方
自
治
功
労

　

関
広
一
（
町
裏
）

　

石
坂
和
男
（
上
片
貝
）

　

西
澤
代
三
（
信
濃
町
）

　

水
口
正
行
（
日
吉
2
）

　

堀
井
一
位
（
池
津
）

　

伊
東
貞
夫
（
千
谷
）

　

大
平
和
芳
（
五
辺
）

▽
教
育
文
化
功
労

　

越
後
上
布
・
小
千
谷
縮
布
技

　

術
保
存
協
会（
南
魚
沼
市
）

　

山
本
清
（
本
町
2
）

　

菊
地
美
秋
（
山
寺
）

○
一
般
表
彰
被
褒
賞
者

　
　
　
　
　
　 

（
敬
称
略
）

▽
町
内
会
長
永
年
勤
続

　

渡
邉
弘
司
（
城
内
1
）

▽
民
生
委
員
児
童
委
員
永
　

　
年
勤
続

　

風
間
久
（
上
ノ
山
2
）

　

新
保
暢
一
（
東
栄
1
）

　

伊
佐
清
二
郎
（
東
栄
3
）

　

石
坂
信
一
（
栄
町
）

　

石
上
哲
夫
（
山
寺
）

　

佐
藤
修
（
内
ヶ
巻
）

　

宮
川
美
千
子
（
城
内
4
）

▽
保
護
司
永
年
勤
続

　

須
田
典
子
（
小
粟
田
）

▽
学
校
歯
科
医
永
年
勤
続

　

星
野
薫
（
千
谷
川
4
）

▽
学
校
薬
剤
師
永
年
勤
続

　

小
林
寿
延
（
東
栄
1
）

震
災
復
興
市
民
植
樹
祭
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

中
越
大
震
災
か
ら
10
年
を
記

念
し
て
、
苗
木
の
記
念
植
樹
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
日
時
／
5
月
18
日
㈰
午
前
10

時
～
11
時
30
分

■
会
場
／
市
民
の
家
の
山
本
山

山
頂
側

■
定
員
／
50
人
程
度

■
申
込
方
法
／
所
定
の
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
要
領
、

応
募
用
紙
は
農
林
課
、
片
貝
総

合
セ
ン
タ
ー
、
東
山
・
岩
沢
・

真
人
・
川
井
各
住
民
セ
ン
タ
ー

連
絡
所
で
配
布
し
ま
す
。

■
申
込
締
切
／
4
月
25
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
／
農
林
課
農
地

林
務
係
�
83
・
3
5
1
0

　

3
月
10
日
㈪
、
市

民
会
館
で
小
千
谷
市

制
施
行
60
周
年
記
念

式
典
を
開
催
し
、
市

内
外
か
ら
約
3
5
0

人
の
方
か
ら
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
の
第
1
部
で
は
、
市
制
施
行
60
周
年
特
別
表
彰

と
一
般
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
別
表
彰
で
は
、
地

方
自
治
や
震
災
復
興
支
援
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
19
の
個

人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
一
般
表
彰
で
は
、

民
生
委
員
児
童
委
員
や
消
防
団
員
な
ど
で
ご
尽
力
さ
れ

た
21
の
個
人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
2
部
で
は
、
記
念
講
演
と
し
て
「
人
類
は
争
い
を

超
え
て
」
と
題
し
、
小
千
谷
市
出
身
で
京
都
大
原
の

三
千
院
門
跡
門
主
で
あ
る
堀
澤
祖
門
師
に
よ
る
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小千谷市制施行
60周年記念式典

▽
産
業
経
済
功
労

　

友
田
明
石
（
四
之
町
）

▽
観
光
功
労

　

坂
詰
司
朗
（
小
栗
山
）

　

監
物
伸
行
（
中
山
）

▽
震
災
復
興
支
援
功
労

　

丸
山
久
一
（
長
岡
市
）

　

重
川
希
志
依
（
東
京
都
中

　

央
区
）

　

田
村
圭
子
（
新
潟
市
）

　

田
中
聡（
静
岡
県
富
士
市
）

▽
特
別
功
労

　

小
泉
靖
男
（
東
京
都
杉

　

並
区
）

　

西
脇
正
久
（
平
成
1
）

　

郷
誠
一
（
千
谷
川
4
）

▽
消
防
団
員
永
年
勤
続

　

間
野
修
（
若
葉
1
）

　

小
泉
竹
夫
（
桂
）

　

小
池
輝
昭
（
東
栄
3
）

▽
食
品
衛
生
推
進
功
労

　

渡
邉
道
夫
（
城
内
2
）

▽
精
神
保
健
福
祉
功
労

　

小
千
谷
市
コ
ス
モ
ス
会

▽
産
業
経
済
功
労

　

大
塚
誠
（
稲
荷
町
）

▽
教
育
文
化
功
労

　

読
み
語
り
グ
ル
ー
プ

▽
防
火
安
全
功
労

　

佐
藤
笑
子
（
上
ノ
山
1
）

▽
公
益
の
た
め
私
財
を
寄
付

　

日
本
ベ
ア
リ
ン
グ
株
式
会

　

社
（
千
谷
）

△堀澤祖門師

△特別表彰被褒賞者

△一般表彰被褒賞者

■問い合わせ／総務課庶務管財係�83-3506
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施設概要
■敷地面積 ／1万20㎡
■建物延べ床面積／
▷校舎：1423.13㎡
▷屋内運動場：456.52㎡
■平成25年度施設整備概要／
▷校舎整備：多目的トイレ棟増築、エレ
　ベーター設置、避難階段設置、車寄せ
　上屋設置、内部改修ほか
▷体育館改修：床修繕、用具室改修（相
　談室設置）ほか
▷外構他整備：プール内スロープ設置、
　プールトイレ新築、外内部出入口など
　各所スロープ設置、職員駐車場整備
　ほか 校

章
　

山
本
山
に
元
気
よ
く
咲
く
ひ
ま
わ
り
を
イ

メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
校
章
の
中
心
部
に
あ
る

ハ
ー
ト
を
つ
つ
み
込
む
手
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

「
み
ん
な
の
手
で
や
さ
し
く
、
心
か
ら
手
を

差
し
伸
べ
る
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
「
O
S
S

G
」
は
、

▽
小
千
谷
（
O
）

▽
総
合
（
S
）

▽
支
援
（
S
）

▽
学
校
（
G
）

の
頭
文
字
を
取
っ

た
も
の
で
す
。

小
千
谷
市
立
総
合
支
援
学
校　

校
歌

作
詞
　
国
見
修
二

作
曲
　
池
田
芳
幸

一
　
青
空
あ
お
ぐ
丘

　
　
花
ひ
ら
く
　
光
の
よ
う
に

　
　
み
ん
な
の
瞳
　
か
が
や
い
て

　
　
友
と
私
も
　
野
山
と
風
も

　
　
や
さ
し
く
や
さ
し
く
　
き
ら
き
ら
と

二
　
大
河
の
ぞ
む
丘

　
　
虹
か
け
る
　
空
の
よ
う
に

　
　
み
ん
な
の
夢
が
　
き
ら
め
い
て

　
　
友
と
私
も
　
小
鳥
と
星
も

　
　
大
き
く
大
き
く
　
の
び
の
び
と

開校
●問い合わせ／学校教育課学事係
　�83-3519

総合支援学校

①
図
書
館
②
校
章
③
外
内
部
出
入
口
の
ス
ロ
ー
プ

④
衝
突
防
止
用
の
ミ
ラ
ー
⑤
階
段
踊
り
場
の
壁
用

緩
衝
マ
ッ
ト
⑥
エ
レ
ベ
ー
タ
ー①

②③

④
⑤⑥

　

旧
塩
殿
小
学
校
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

総
合
支
援
学
校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

　

こ
の
学
校
で
は
、
知
的
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
、
専
門
の
職

員
に
よ
る
適
切
な
教
育
と
支
援
に
よ
り
、

自
立
し
、
社
会
参
加
で
き
る
力
を
養
い

育
て
る
た
め
の
教
育
を
行
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
、
保
護
者
の
方
々
、
地
域
の

み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
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生
涯
学
習
集
中
セ
ミ
ナ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
と
し
て
、
辻
井
い
つ
子
さ
ん
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
5
月
16
日
㈮
午
後
7
時
～
8
時
30

分
（
午
後
6
時
30
分
開
場
）

■
会
場
／
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

■
演
題
／
「
明
る
く
、
楽
し
く
、
そ
し
て
あ

き
ら
め
な
い
生
き
方
」

■
定
員
／
4
0
0
人

■
入
場
無
料
※
た
だ
し
聴
講
券
が
必
要
で
す
。

■
申
込
方
法
／
4
月
18
日
㈮
か
ら
聴
講
券
を

配
布
し
ま
す
。
総
合
体
育
館
ま
た
は
市
民
会

館
で
直
接
受
け
取
る
か
、
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
、
総
合
体
育
館
（
〶

郷
土
芸
能
育
成
事
業
補
助
金
の

交
付
希
望
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
郷
土
芸
能
な
ど
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
に
対
し
て
、
小
千
谷
市
郷
土
芸
能
育

成
事
業
補
助
金
交
付
要
項
に
従
い
、
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
を
希

望
さ
れ
る
団
体
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
対
象
／
市
内
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
、

風
俗
慣
習
の
保
存
、
継
承
を
行
っ
て
い

る
団
体

■
内
容
／
郷
土
芸
能
な
ど
の
保
存
、
継

承
活
動
の
う
ち
、
対
象
と
な
る
事
業
に

対
す
る
補
助
金
の
交
付

■
交
付
率
／
事
業
費
の
75
％
以
内

■
申
込
締
切
／
5
月
9
日
㈮

■
そ
の
他
／
こ
れ
ま
で
に
同
補
助
金
を

受
け
た
団
体
は
対
象
外
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課
生
涯
学
習
係
（
総
合
体
育
館

内
）
�
83
・
0
0
7
7

9
4
7
‐
0
0
3
5　

小
千
谷
市
大
字
桜
町

4
9
1
5
番
地
）
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
往

復
は
が
き
で
の
申
し
込
み
は
1
人
1
枚
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
締
切
／
5
月
9
日
㈮

■
そ
の
他
／

▽
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
を
行
い
ま
す
。

▽
保
育
ル
ー
ム
を
開
設
し
ま
す
。
希
望
さ
れ

　

る
方
は
、
4
月
25
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

▽
市
報
お
ぢ
や
4
月
25
日
号
で
お
知
ら
せ
す

　

る
「
生
涯
学
習
集
中
セ
ミ
ナ
ー
」
の
参
加

　

者
は
、
こ
ち
ら
の
講
演
会
の
聴
講
が
セ
ミ

　

ナ
ー
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

▽
生
涯
学
習
係
（
総
合
体
育
館
内
）
�

　
83
・
0
0
7
7

▽
公
民
館
係
（
市
民
会
館
）
�
82
・
9

　
1
1
1

小
千
谷
市
文
化
講
演
会

市制施行60周年　中越大震災から10年 5 日月16

◆講師略歴／辻井いつ子
1960年、東京生まれ。東京女学館短
大卒業後、フリーのアナウンサーとし
て活躍。86年、産婦人科医の辻井孝
氏と結婚。88年に生まれた長男・伸
行氏が生後まもなく全盲とわかり、絶
望と不安のなか、育児書や子育てマ
ニュアルが全く役に立たないところか
ら、手探りで子育てをスタート。「明
るく、楽しく、あきらめない」をモッ
トーに、持ち前のポジティブさと行動
力で伸行氏を育てる。常に子どもの可
能性を信じ、よく見て、ほめる「親ば
か」の子育てで、生後8か月で伸行氏
の音楽の才能を見つけ、プロのピアニ
ストへと二人三脚で歩む。その結果、
2009年6月、アメリカで開催された
第13回ヴァン・クライバーン国際ピ
アノコンクールで、伸行氏は日本人初
の優勝を果たす。
また、子育てに悩む親が集まって、意
見交換をするサイト「辻井いつ子の子
育て広場」を開設。自分の経験をもと
に各地で講演活動も行う。
著書に『今日の風、なに色？』『のぶ
カンタービレ！』、自身の経験をもと
に子育てのポイントを紹介した最新刊
『親ばか力～子どもの才能を引き出す
10の法則～』（いずれもアスコム）が
ある。

△巫女爺
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■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
生
涯
学
習
係
（
総
合

体
育
館
内
）
�
83
・
0
0
7
7

　結婚したいと思っていても、なかなか出会いの機
会のない方、「ときめきめぐりあい会員」に登録し
てすてきなパートナーを探しませんか。
　パーティー形式ではなく、1対1のお見合い形式
でゆっくりお互いの関係を深めることができます。
平成21年9月から現在まで、21組がめでたくゴー
ルインされています。内容のお問い合わせだけでも
結構ですので、まずは気軽にお電話ください。秘密
は厳守します。
■入会要件／結婚する意思のある独身者で、次の事
　項に該当する方
①：小千谷市に在住または在勤の方
②：①以外で将来小千谷市内に住所をおく意思のあ
　る方
■入会金・相談料／無料※入会時に必要な書類をそ
　ろえる費用は個人負担です。
■必要書類／入会申込書は、センター職員と面接を
　しながらご記入いただけます。センターにお持ち
　いただく書類は次のとおりです。
▷独身証明書：1通（本籍地の市町村戸籍担当窓口
　で発行しており、申請は本人に限ります。なお、
　郵送での取り寄せもできますので、本籍地の市町 
　村戸籍担当課に問い合わせください）
▷写真付公的証明書：1部（運転免許証・パスポー
　トなどの写し）

▷カラー写真：1枚（L版サイズ、3か月以内に撮影し
　たもので、顔の判別が容易なもの）
■問い合わせ／めぐりあいサポートセンター（市民学
　習センター「楽集館」内）午前9時～午後6時（水
　曜日は休館です）�83-1384※完全予約制です。
　電話で日時を予約してください。�osewashitai@
　tokimeki.ojiyasunplaza.jp�http://tokimeki.ojiya
　sunplaza.jp

市の事業で最初
から安心できた。
結婚が決まって
うれしい

1対1のお見合い方
式はじっくり話が
できて良かった

魚
沼
神
社
太だ

い

だ

い

か

ぐ

ら

太
神
楽

新
た
に
市
指
定
文
化
財
に
追
加

　

3
月
24
日
、
魚
沼
神
社
で
行
わ
れ
る
太
太
神
楽
が
市
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
太
神
楽
は
、
魚
沼
神
社
で
江
戸
時
代
後
期
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
行
事
で
、
12
あ
る
演
目
を
2
時
間
ほ
ど
か
け
て
上
演
さ
れ

ま
す
。
一
時
期
途
絶
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
52
年
の

復
活
以
来
、
地
域
の
方
に
支
え
ら
れ
て
上
演
さ
れ
続
け
て
い
ま

す
。
伝
統
を
受
け
継
ぐ
若
い
後
継
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

大
き
な
特
徴
で
、
今
後
も
地
域
の
宝
物
と
し
て
上
演
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
8
月
15
日
・
16
日
に
上
演
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

幸せな出会い応援します

「ときめきめぐりあい会員」
募集中

会員の声
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今年は「子どもを育てる地域力」について考えます

市民と市長の懇談会　～市長と語ろう　おぢやの明日～
　市長が市内各地へお伺いして、市政についてお伝えし、みなさんと膝を交えて語り合う「市民と市長
の懇談会」を開催します。今年は「子どもを育てる地域力」をメインテーマに、みなさんからご意見を
いただきます。ぜひご参加ください。
■内容／平成26年度当初予算・主要事業の説明、 懇談会
■日程／
開催日 対象地区 会場 時間
4月21日㈪ 真人北部地区 若栃集落開発センター

午後7時30分～
9時終了（予定）

4月23日㈬ 真人里地地区 真人住民センター
4月28日㈪ 東山地区 東山住民センター
5月  1日㈭ 川井・岩沢地区 岩沢住民センター
5月  8日㈭ 千田・高梨地区 三仏生多目的センター
5月15日㈭ 東小千谷地区 ホットプラザ（勤労青少年ホーム）
5月20日㈫ 山辺・吉谷地区 吉谷トレーニングセンター
5月22日㈭ 西小千谷・城川地区 サンプラザ
5月29日㈭ 片貝地区 片貝総合センター

■問い合わせ／企画政策課秘書広報係�83-3507

　

市
で
は
、
現
在
「
小
千
谷
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
今
後
懸
念
さ
れ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
発
生
に
備
え
、
危
機
管
理
対
応
の
規
範
と
な

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
、
広
く
み
な
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

■
募
集
期
間
／
4
月
10
日
㈭
～
24
日
㈭

■
募
集
対
象
者
／

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

②
市
内
に
事
務
所
か
事
業
所
が
あ
る
個
人
ま
た
は
法

　

人
・
そ
の
他
の
団
体

③
市
内
に
あ
る
事
務
所
か
事
業
所
に
勤
務
す
る
方

④
市
内
に
あ
る
学
校
に
在
学
す
る
方

⑤
右
の
①
～
④
に
該
当
す
る
方
の
ほ
か
、
計
画
な
ど

　

に
具
体
的
な
利
害
関
係
が
あ
る
方

■
閲
覧
・
配
布
場
所
／
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
、
健
康

セ
ン
タ
ー
、
片
貝
総
合
セ
ン
タ
ー
、
東
山
・
岩
沢
・

真
人
・
川
井
各
住
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
会
館
、
図
書

館
、
楽
集
館
、
総
合
体
育
館
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
ん
パ
ー
ク

※
こ
の
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
提
出
様
式
／
閲
覧
・
配
布
場
所
に
備
え
付
け
の
用

紙
ま
た
は
任
意
様
式
に
よ
り
、
住
所
、
氏
名
（
法
人

そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
所
在
地
、
名
称
と
代
表

者
氏
名
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
提
出
方
法
／
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
匿
名
や
電
話
に
よ
る
意
見
の
受
付
・
回

答
は
し
ま
せ
ん
。

①
持
参
（
右
記
提
出
先
の
ほ
か
、
閲
覧
・
配
布
場
所

　

に
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

②
郵
送

③
フ
ァ
ッ
ク
ス

④
電
子
メ
ー
ル

■
意
見
の
公
表
／
個
人
情
報
を
除
き
、
提
出
さ
れ
た

意
見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   http://www.city.

　

ojiya.niigata.jp/

●
市
町
村
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
　

　
対
策
行
動
計
画

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
発
生
時
に

お
い
て
国
民
の
生
命
・
健
康
を
保
護
し
、
国

民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
、「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
」

の
規
定
に
よ
り
、
市
町
村
が
策
定
し
ま
す
。

都
道
府
県
が
策
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
当
該
市
町

村
の
区
域
に
関
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
対
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
事

項
な
ど
を
定
め
る
も
の
で
す
。

小
千
谷
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
す

●
ご
意
見
の
提
出
・
問
い
合
わ
せ
／
危
機
管
理

　

課
危
機
管
理
係
（
〶
9
4
7
‐
8
5
0
1　
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＜材料＞（4人分）
青梗菜�� �280㌘
油揚げ�� �1枚
人参�� �60㌘
しょうゆ�� �小さじ2
鰹節�� �4㌘

牛乳�� �300㏄
スキムミルク�� �大さじ1
塩�� �小さじ⅓
酒�� �大さじ1

A{

＜作り方＞
油揚げは熱湯を回しかけ油抜きし、縦半分に切って
千切りにする。青梗菜は4㎝長さに、人参は短冊切
りにする。

鍋に材料A、人参を入れて煮立てた後、弱火で5分
煮る。

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー118㌔㌍▷たんぱく質6.6㌘▷
脂質6.5㌘▷カルシウム209㍉㌘▷塩分1.1㌘

中火にし、油揚げ、青梗菜を加え、更に煮込む。仕
上げにしょうゆ、半量の鰹節を加えてひと煮立ちさ
せる。

器に盛り付け、残りの鰹節をかける。

1

2

3

4

油揚げと青
チ ン ゲ ン サ イ

梗菜の煮びたし
ある程度歯ごたえを残すとよく噛む習慣になります。幼児・高齢者向けには噛みやすい大きさで煮込み時間を調整してください。

　

ど
こ
の
市
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
地
域
が
こ
れ
ま
で
発
展
し
て
き
た
の

は
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
何
十
年
、
更

に
は
何
百
年
に
わ
た
る
知
恵
と
努
力
の
積

み
重
ね
の
お
か
げ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

わ
が
小
千
谷
市
の
場
合
は
、
そ
の
ひ
と
つ

の
具
体
例
が
小
千
谷
縮
を
特
産
品
と
し
て

生
産
し
、
全
国
に
売
っ
た
こ
と
で
あ
る
の

は
み
な
さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
遠
い
昔
の
産
業
振
興
が
わ
が
市
に

さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
全
国
に
小
千
谷
縮
を
売

り
歩
い
た
商
人
が
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
か
け
て
急
速
に
変
化
す
る
日
本
の

国
状
を
、
情
報
と
し
て
小
千
谷
に
持
ち
帰

り
伝
え
た
こ
と
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ

の
情
報
伝
達
が
、
単
に
言
葉
や
文
章
だ
け

で
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
目
に
訴
え

る
画
像
に
よ
っ
て
、
よ
り
正
確
に
伝
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
写
真
な
ど
は
使
え
な
い
時
代
の

話
で
す
。

　

私
が
、
楽
集
館
で
の
企
画
展
「
小
千
谷

に
伝
わ
る
浮
世
絵
展
７
」
で
見
た
も
の
が

そ
の
証
拠
で
す
。
今
回
の
浮
世
絵
展
は
明

治
時
代
の
文
明
開
化
が
題
材
で
、
海
原
を

越
え
て
は
る
ば
る
日
本
に
や
っ
て
来
た
欧

米
の
蒸
気
船
、
蒸
気
機
関
車
が
走
る
鉄
道
、

さ
ま
ざ
ま
な
衣
装
の
異
人
が
往
来
す
る
開

港
地
横
浜
の
街
な
ど
が
色
鮮
や
か
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
戊
辰
戦
争
の
こ
ろ
と
ほ
ぼ

同
じ
時
代
に
、
東
京
か
ら
は
る
か
遠
く
に

あ
っ
た
小
千
谷
に
、
文
明
開
化
の
様
子
を

目
に
見
え
る
形
で
伝
え
る
た
く
さ
ん
の
絵

紙
が
届
い
て
い
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

驚
き
で
し
た
。

　

遠
い
昔
、
小
千
谷
の
先
人
た
ち
が
こ
ん

な
絵
紙
を
通
じ
て
日
本
の
国
の
変
化
を
知

り
、
新
た
な
時
代
へ
の
対
応
に
努
め
て
き

た
こ
と
が
、
今
日
の
小
千
谷
に
繋
が
っ
て

い
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。（谷

井　

靖
夫
）

こ
ん
に
ち
は
！
市
長
で
す　

�
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△今回の浮世絵展では、貴重な絵紙一枚一枚が、
　文明開化のころの活気に満ちた日本の情景を
　我々の目に届けてくれます。

作ってみてね！この料理
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被
災
地
へ
職
員
派
遣
を
継
続
し
ま
す

　

小
千
谷
市
は
東
日
本
大
震
災
発
生
以
来
、
被

災
地
へ
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
4
月
1
日
か
ら
5
人
の
職

員
を
福
島
県
の
南
相
馬
市
と
浪
江
町
へ
派
遣
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
の
4
人
は
定
年
退
職
し
た

職
員
を
再
任
用
し
て
派
遣
す
る
も
の
で
、
う
ち

2
人
は
昨
年
度
か
ら
の
継
続
で
す
。

　

平
成
16
年
に
発
生
し
た
中
越
大
震
災
の
際
、

小
千
谷
市
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
支
援
を
受
け

ま
し
た
。
中
越
大
震
災
で
得
た
経
験
を
生
か
し
、

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
の
た
め
に
、
今
後

も
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

世
界
に
広
が
る
友
だ
ち
の
輪

　

サ
ン
ラ
ッ
ク

お
ぢ
や
を
会
場

に
「
国
際
交
流

の
会
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
・
パ
ー

テ
ィ
ー
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
小
千

谷
国
際
交
流
の

会
が
、
市
民
と

市
内
外
に
住
む

外
国
の
方
に
交

流
を
深
め
て
ほ
し
い
と
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
今
回
は
日
本
を
含
め
た
20
か
国
2

5
0
人
が
参
加
し
、
過
去
最
高
の
参
加
者
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

会
場
に
は
日
本
料
理
だ
け
で
な
く
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
中
国
の
方
々
が
作
っ
た
料
理
も

並
べ
ら
れ
、
パ
ー
テ
ィ
ー
開
始
と
と
も
に
行

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
日
本
か
ら
は
琴
や
三
味
線
の

演
奏
や
よ
さ
こ
い
が
披
露
さ
れ
、
み
な
さ
ん

興
味
深
そ
う
に
見
聞
き
し
、
写
真
を
撮
る
な

ど
し
て
い
ま
し
た
。
途
中
、
来
場
者
に
鳴な

る
こ子

が
配
ら
れ
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た
外
国
の

方
々
は
見
よ
う
見
ま
ね
で
鳴
子
を
鳴
ら
し
な

が
ら
楽
し
そ
う
に
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
記
念
写
真
を
撮
影
し
た
り
、
楽

し
そ
う
に
談
笑
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
お

お
ぜ
い
の
方
が
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

環
境
に
優
し
い　
　
　

図
書
館
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

市
民
会
館
で
図
書
館
リ
サ
イ
ク
ル
市
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
は
、
保
存

期
限
の
過
ぎ
た
雑
誌
と
除
籍
済
み
図
書
の
一
部

を
無
料
で
差
し
上
げ
る
も
の
で
、
毎
年
開
場
前

か
ら
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　

今
回
も
開
場
と
同
時
に
お
お
ぜ
い
の
方
が
会

場
を
埋
め
尽
く
し
、
目
当
て
の
図
書
を
探
し
て

い
ま
し
た
。
中
に
は
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

真
剣
に
絵
本
を
見
つ
め
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
も

あ
り
ま
し
た
。

　

捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
本
を
、
こ
の
よ
う
な
リ

サ
イ
ク
ル
と
い
う
形
で
活
用
し
て
い
く
取
り
組

み
に
、
お
お
ぜ
い
の
方
が
協
力
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
は
環
境
面
か
ら
も
必
要
な
こ
と
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 ／ 3  　1

     ～

  　2

／ 3　   1
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原
子
力
災
害
に　
　

備
え
よ
う
！

　

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発
が
深
刻
な
ト
ラ

ブ
ル
に
陥
っ
た
と
の
想
定
に
よ
る
原
子
力
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

3
月
14
日
㈮
に
市
役
所
内
で
行
わ
れ
た
災

害
対
策
本
部
設
置
訓
練
で
は
、
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
防

災
セ
ン
タ
ー
や
県
災
害
対
策
本
部
と
結
ん
で
、

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

3
月
16
日
㈰
に
は
、
市
内
全
域
を
対
象
に
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
や
緊
急
情

報
メ
ー
ル
を
使
っ
た
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
、
お
お
ぜ
い
の
市
民
が
屋

内
退
避
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
桜
町
地
区
の
住
民
を
対
象
に
要
援
護
者
の

避
難
訓
練
も
行
わ
れ
、
約
1
0
0
人
の
み
な
さ
ん
が
一
時
集
合
所
で
あ
る

総
合
体
育
館
に
避
難
し
ま
し
た
。

一
番
目
指
し
て
ダ
ッ
シ
ュ
！

　

ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
前
広
場
と
東
小
千
谷
体
育

セ
ン
タ
ー
で
「
東
小
千
谷
地
区
冬
季
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
キ
ン
ボ
ー
ル
や
雪
上
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
幼
児
レ
ー
ス
、
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ

滑
降
、
消
防
は
し
ご
車
の
試
乗
体
験
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
会
な
ど
に
よ
る
う
ど
ん
や
焼

き
鳥
な
ど
の
出
店
、
豚
汁
や
わ
た
あ
め
な
ど
の
無
料
配
布
も
行
わ
れ
、

行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
や
競
技
に
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
快
晴
の
空
の
も
と
、
雪

上
イ
ベ
ン
ト
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

3
年
の
歴
史
に
幕

　

F
M
新
潟
で
放
送
さ
れ
て
い
る
小
千

谷
市
の
情
報
番
組
「
こ
い
こ
い
お
ぢ
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
最
終
回
の
放
送
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

放
送
会
場
で
あ
る
サ
ン
プ
ラ
ザ
2
階

の
F
M
新
潟
・
小
千
谷
サ
テ
ラ
イ
ト
に

は
、
番
組
の
フ
ァ
ン
の
み
な
さ
ん
な
ど

お
お
ぜ
い
の
方
が
観
覧
に
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
放
送
で
は
約
3
年
間
に
わ
た

る
番
組
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
最
終
回

を
惜
し
む
リ
ス
ナ
ー
の
声
な
ど
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

放
送
終
了
後
に
は
、
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
の
丸
山
結
さ
ん
と
リ
ポ
ー
タ
ー
の

木
島
良
さ
ん
に
、
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん

か
ら
た
く
さ
ん
の
花
束
や
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
4
月
か
ら
は
新
た
な
情
報
番

組
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
引
き
続

き
小
千
谷
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
。（
詳
細
は
14
ペ
ー
ジ
）

雪
を
も
溶
か
す　

熱
い
火
ま
つ
り

　

岩
沢
地
区
で
春
こ
い
火
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た

雪
原
に
は
、
約
2
0
0
0
個
の
缶
灯
篭
が
幻
想
的
な
光
を
放
ち
、「
3
・

11
わ
す
れ
な
い
よ
！
」
と
文
字
の
形
に
並
べ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り

ま
し
た
。

　

火
ま
つ
り
の
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
、
た
い
ま

つ
を
持
っ
て
山
を
滑
降
す
る「
山
の
火
走
り
」

や
、
た
い
ま
つ
を
回
す
「
た
い
ま
つ
演
舞
」

な
ど
、
火
に
ち
な
ん
だ
行
事
が
た
く
さ
ん
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
地
元
団
体
に
よ
る
そ
ば
や
豚
汁
な
ど

の
屋
台
も
出
さ
れ
、
お
お
ぜ
い
の
方
が
温
か

い
も
の
を
求
め
て
列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

誰
よ
り
も
高
く　

誰
よ
り
も
遠
く
へ

　

白
山
運
動
公
園
シ
ャ
ン
ツ
ェ
（
ス
モ
ー
ル
ヒ
ル
K
点
45
m
、
特
設
ス

モ
ー
ル
ヒ
ル
K
点
10
m
）
で
第
23
回
小
千
谷
ジ
ャ
ン
プ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
小
学
の
部
に
2
人
、
中
学
の
部
に
6
人
、
高
校
・
一
般

の
部
に
9
人
の
合
計
17
人
が
出
場
し
、
迫
力
あ
る
ジ
ャ
ン
プ
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
な
お
、
前
々
回
大
会
に
は
、

ソ
チ
冬
季
五
輪
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
・

ジ
ャ
ン
プ
男
子
団
体
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
清
水
礼れ

る

ひ

留
飛
選
手
も
出
場
し
、
高
校
一
般

の
部
で
優
勝
し
て
い
ま
す
。

　

競
技
終
了
後
に
は
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
が
ふ

る
ま
わ
れ
、
選
手
や
役
員
の
み
な
さ
ん
は
冷

え
た
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。
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　各メニューの取り扱い、補助対象となる経費、採択要件などについては復興基金事務局または各申請窓口な
どにお尋ねください。また、復興基金ホームページでも申請に必要な書類など詳しい情報をお知らせしています。
■問い合わせ／復興基金事務局（〶950-8570新潟市中央区新光町4-1）�025-280-5767�025-280-　
5709�info@chuetsu-fukkoukikin.jp�http://www.chuetsu-fukkoukikin.jp/

○記録・広報事業（中越大震災10周年事業支援）

■補助期間／平成26年度
■申請期限／4月25日㈮
※5月上旬～6月上旬に予算の範囲内で第2次募集が行われる予定です。
■申請・問い合わせ／企画政策課まちづくり推進室�83-3507

○観光対策事業（10周年観光復興感謝キャンペーン）
■補助期間／平成26年度
■申請期限／4月18日㈮
■申請・問い合わせ／商工観光課観光係�83-3512

事業の種類 実施主体 補助対象事業 補助率 
補助限度額

「経験と教
訓」の発信・
伝承支援

市町村長が推薦する公
共的団体や公共的団体
などを含む実行委員会
で、概ね本拠地のある
市町村域全域を活動の
範囲とするもの

震災10年を契機に開催する、
中越大震災の「経験と教訓」を
地域内外や次世代へ発信・伝承
する行事で、右記①～④のいず
れかに該当するもの

①「経験と教訓」を発信するシ
　ンポジウム、講演会など

4/5以内�
上限300万円�
下限100万円

②絆を深める交流行事

③震災の経験を次世代へ伝承す
　るために開催するメモリアル
　行事

④その他事業目的達成に必要な
　行事

震災10年を契機に開催する、岩手県、宮城県、福島県内の東日
本大震災特定被災地方公共団体の市町村内に存する団体を招い
て行う交流行事

10/10�
上限400万円�
下限100万円

地域復興検
証・発信支
援

単独または複数の集落
や自治会などの地域住
民で組織された団体

①地域の復興に向けた取り組みの検証とその成果をまとめた記
　録誌などの発刊 10/10�

上限100万円
②上記①に加えて行う、検証の成果を広く発信する行事

事業の種類 実施主体 補助対象事業 採択要件 補助率 
補助限度額

地域事業
地域住民などで構成す
る団体または実行委員
会

①観光振興イベント：被災地など
　で開催する観光振興イベント

①次のすべてを満たすもの�
▷経済的効果および誘客効
　果が認められるもの�
▷国内外からの観光をはじ
　めとする復興における支
　援に対する御礼や被災地
　の復興のアピールの効果
　が期待できるもの
�
②採択は、1団体1回を限
　度とする

4/5以内�
上限400万円

②観光振興宣伝：観光振興のため
　に行う誘客宣伝活動

③二次交通アクセス支援：被災地
　などにおける二次交通アクセス
　向上に向けた取り組み

④その他誘客促進に資する事業

全県事業
全県を対象とした事業
の実施が可能な全県組
織の観光関連団体

①誘客キャンペーン

4/5以内�
所要額

②商品造成・送客促進

③その他誘客促進に資する事業

新潟県中越大震災復興基金事業の追加のお知らせ

︱　12



13　︱　市報おぢや 4 月号

○
一
般
事
務
職

【
課
長
級
】

■
ガ
ス
水
道
局
長
・
佐
藤
忠
之
（
商
工
観

光
課
長
）
■
商
工
観
光
課
長
・
水
内
弘
明

（
市
民
生
活
課
参
事
・
昇
任
）
■
監
査
委

員
事
務
局
長
・
佐
藤
甲
三
（
建
設
課
参
事

・
昇
任
）
■
農
林
課
長
・
岡
村
忠
栄
（
同

課
参
事
・
昇
任
）
■
会
計
課
長
・
長
谷
川

秀
樹
（
総
務
課
参
事
・
昇
任
）
■
健
康
セ

ン
タ
ー
参
事
・
長
橋
清
（
同
セ
ン
タ
ー
参

事
・
昇
格
）
■
建
設
課
参
事
・
渡
邊
均
（
同

課
参
事
・
昇
格
）
■
社
会
福
祉
課
参
事
・

樋
口
雅
春
（
同
課
参
事
・
昇
格
）

【
課
長
補
佐
級
】

■
市
民
生
活
課
参
事
・
平
澤
正
代
（
税
務

課
参
事
）
■
建
設
課
参
事
・
吉
澤
靖
（
総

務
課
参
事
）
■
商
工
観
光
課
参
事
・
大
塚

良
夫
（
同
課
長
補
佐
・
昇
任
）
■
企
画
政

策
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
参
事
・
遠
藤
孝

司
（
同
課
室
長
・
昇
任
）
■
農
林
課
参
事
・

小
林
壯
一
（
同
課
上
席
副
参
事
・
昇
任
）

■
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
参
事
・
篠
田
淳

一
（
同
課
上
席
副
参
事
・
昇
任
）
■
建
設

課
参
事
・
菊
田
隆
（
同
課
上
席
副
参
事
・

昇
任
）
■
健
康
セ
ン
タ
ー
参
事
・
阿
部
尚

子
（
同
セ
ン
タ
ー
上
席
副
参
事
・
昇
任
）

■
危
機
管
理
課
参
事
・
谷
口
豊
（
建
設
課

上
席
副
参
事
・
昇
任
）■
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課
長
補
佐
・
久
保
田
千
昭
（
同
課
副
参

事
・
昇
任
）
■
税
務
課
長
補
佐
・
吉
原
昌

隆
（
監
査
委
員
事
務
局
副
参
事
・
昇
任
）

■
学
校
教
育
課
長
補
佐
・
谷
口
則
子
（
税

務
課
副
参
事
・
昇
任
）
■
ガ
ス
水
道
局
業

務
課
長
・
井
口
隆
（
総
務
課
副
参
事
・
昇

任
）
■
総
務
課
長
補
佐
・
西
方
広
幸
（
企

画
政
策
課
副
参
事
・
昇
任
）
■
農
林
課
上

席
副
参
事
・
吉
田
正
栄
（
ガ
ス
水
道
局
副

参
事
・
昇
任
）
■
保
健
福
祉
課
上
席
副
参

事
・
佐
藤
久
美
（
同
課
副
参
事
・
昇
任
）

■
社
会
福
祉
課
上
席
副
参
事
・
渡
邊
芳
久

（
学
校
教
育
課
副
参
事
・
昇
任
）

【
係
長
級
】

■
ガ
ス
水
道
局
宅
内
設
備
係
長
・
瀧
澤
義

巳（
同
局
供
給
係
長
）■
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課
公
民
館
係
長
・
佐
瀬
久
志
（
社
会
福

祉
課
福
祉
係
長
）
■
建
設
課
工
務
係
長
・

勝
野
和
晃（
ガ
ス
水
道
局
宅
内
設
備
係
長
）

■
総
務
課
庶
務
管
財
係
長
・
渡
辺
英
明

（
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係
長
）
■
税
務

課
市
民
税
係
長
・
渡
辺
恵
美
子
（
総
務
課

主
幹
・
昇
任
）
■
学
校
教
育
課
庶
務
係
長

・
山
本
和
也
（
同
課
主
幹
・
昇
任
）
■
農

林
課
農
業
委
員
会
係
長
・
安
達
仁
（
社
会

福
祉
課
主
幹
・
昇
任
）
■
図
書
館
図
書
係

長
・
久
須
美
尚
子
（
同
館
主
幹
・
昇
任
）

■
総
務
課
情
報
統
計
係
長
・
大
渕
和
美（
税

務
課
主
幹
・
昇
任
）
■
ガ
ス
水
道
局
お
客

さ
ま
係
長
・
小
川
賢
一
（
同
局
主
幹
・
昇

任
）
■
建
設
課
国
土
調
査
係
長
・
平
澤
英

樹
（
学
校
教
育
課
主
査
・
昇
任
）
■
社
会

福
祉
課
生
活
福
祉
係
長
・
大
平
潤
一
（
同

課
主
査
・
昇
任
）
■
ガ
ス
水
道
局
供
給
係

長
・
佐
藤
公
一
（
同
局
主
査
・
昇
任
）
■

監
査
委
員
事
務
局
監
査
係
長
・
佐
藤
哲
也

（
保
健
福
祉
課
主
査
・
昇
任
）
■
危
機
管

理
課
危
機
管
理
係
長
・
佐
藤
俊
夫
（
建
設

課
主
査
・
昇
任
）
■
企
画
政
策
課
企
画
経

営
係
長
・
大
矢
尚
（
同
課
主
査
・
昇
任
）

○
消
防
職
員

【
課
長
級
】

■
消
防
本
部
消
防
長
消
防
司
令
長
・
安
藤

高
志
（
消
防
本
部
次
長
消
防
署
長
消
防
司

令
・
昇
任
）

【
課
長
補
佐
級
】

■
消
防
本
部
次
長
消
防
署
長
消
防
司
令
・

瀬
沼
務
（
危
機
管
理
課
参
事
・
昇
任
）
■

川
口
出
張
所
長
消
防
司
令
・
伊
佐
勉
（
予

防
課
長
消
防
司
令
）
■
予
防
課
長
消
防
司

令
・
中
野
正
和
（
川
口
出
張
所
長
消
防
司

令
）

○
採
用

【
一
般
事
務
職
】

■
学
校
教
育
課
・
滝
沢
一
博
（
管
理
主
事

兼
指
導
主
事
）
■
市
民
生
活
課
・
石
黒
恵

里
奈
■
税
務
課
・
原
巧
臣
■
保
健
福
祉
課

・
笹
﨑
和
輝
■
総
務
課
・
井
口
麻
美
■
建

設
課
・
川
上
怜
司
■
学
校
教
育
課
・
平
岡

真
緒
■
ガ
ス
水
道
局
・
保
科
駿

【
技
師
】

■
建
設
課
・
羽
鳥
克
之
■
建
設
課
・
関

輝
彦

【
保
健
師
】

■
健
康
セ
ン
タ
ー
・
稲
川
由
佳
■
健
康
セ

ン
タ
ー
・
佐
藤
み
な
み

【
栄
養
士
】

■
健
康
セ
ン
タ
ー
・
大
脇
明
子
■
社
会
福

祉
課
・
和
田
優
紀

【
保
育
士
】

■
西
保
育
園
・
星
野
沙
緒
里
■
片
貝
保
育

園
・
富
井
ち
な
み
■
南
保
育
園
・
佐
藤
綾
香

【
消
防
士
】

■
消
防
本
部
・
小
黒
啓
巨

○
退
職
（
3
月
31
日
付
）

■
大
矢
幹
雄
（
ガ
ス
水
道
局
長
）
■
星
野

康
之
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
■
平
澤
正

弘（
会
計
課
長
）■
渡
邊
良
平（
農
林
課
長
）

■
大
塚
幸
夫
（
消
防
本
部
消
防
長
）
■
堀

澤
常
夫
（
学
校
教
育
課
参
事
）
■
和
田
義

弘
（
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
参
事
）
■
濁

川
三
夫
（
ガ
ス
水
道
局
参
事
）
■
平
澤
実

知
雄（
農
林
課
副
参
事
）■
本
田
礼
子（
ガ

ス
水
道
局
副
参
事
）
■
上
村
健
藏
（
建
設

課
副
参
事
）
■
佐
々
木
巳
枝
子
（
図
書
館

副
参
事
）

市役所人事異動（4月1日付）
■問い合わせ／総務課職員係�83-3506

市役所人事異動
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お知らせ

今
回
は
ピ
ン
ポ
ン
教
室
の
み
な
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
主
な
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

主
に
毎
週
月
・
金
曜
日
の
午
前
10

時
か
ら
総
合
体
育
館
で
卓
球
を
し
て

い
ま
す
。
平
均
年
齢
は
お
よ
そ
68
～

70
歳
で
、
男
性
の
最
高
齢
は
88
歳
、

女
性
は
80
歳
で
す
。

　

大
会
に
出
場
す
る
人
も
い
れ
ば
、

健
康
作
り
の
た
め
に
参
加
し
て
い
る

人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
普
通
の
卓
球

ボ
ー
ル
よ
り
も
ひ
と
ま
わ
り
大
き
い

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
活
動
し
て

い
る
方
も
い
ま
す
。

―
―
卓
球
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

何
で
す
か

　

余
暇
の
善
用
と
し
て
、
健
康
作

り
や
体
力
作
り
、
仲
間
作
り
で
始

め
る
方
が
多
い
で
す
。

―
―
卓
球
を
や
っ
て
き
て
、良
か
っ

た
こ
と
は
何
で
す
か

　

汗
を
か
い
て
健
康
な
体
作
り
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
家
に
閉
じ
こ

も
っ
て
い
な
い
で
、
お
お
ぜ
い
の

方
と
話
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

○
訪
問
後
の
ひ
と
言

　
50
人
以
上
の
方
が
、
27
台
の
卓

球
台
を
並
べ
て
練
習
さ
れ
て
い
る

光
景
は
壮
観
で
し
た
。
こ
れ
だ
け

の
大
人
数
に
も
関
わ
ら
ず
、
規
律

正
し
く
行
動
さ
れ
て
い
て
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

大
所
帯
に
な
ら
な
い
よ
う
、
会
員

数
に
上
限
を
設
け
て
い
る
そ
う
で
、

サ
ー
ク
ル
の
人
気
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
す
。

おじゃましま
す

Io o// /L
L

LI I II
III I I

I II I

.. BI EL

毎月10日号で、市内で活動しているさまざまな団体・
サークルなどをご紹介します。

ピンポン教室

会員数：69人　　会費：年7,000円

問い合わせ：樋口靖�82-5052

△体育館全体にピンポン球
　の軽快な音が響きます。

第
2
回
国
際
錦
鯉
幼
魚
品
評
会

　

体
長
が
12
～
36
㎝
ま
で
の
手
軽
に
飼
育

で
き
る
錦
鯉
を
一
堂
に
集
め
た
幼
魚
品
評

会
が
当
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
入
場
は
無

料
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
一
般
公
開
／

▽
4
月
19
日
㈯
午
後
3
時
～
5
時

▽
4
月
20
日
㈰
午
前
9
時
～
午
後
2
時

■
会
場
／
総
合
体
育
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ

■
問
い
合
わ
せ
／
全
日
本
錦
鯉
振
興
会
新

潟
地
区
事
務
局
�
83
・
3
3
4
5

小千谷市をPRする　　　　　　　　　
　　　　　ラジオ新番組が始まりました
　小千谷市の観光・イベント情報や文化、名物など
発信するFMラジオの新番組「おぢやファンファン
C

チ ャ ン ネ ル

HANNEL」の放送が4月4日から毎週金曜日に放
送されています。
　サンプラザ内の小千谷サテライトから生放送され
ていますので、ぜひお聴きください。
■放送局／FM-NIIGATA（新潟：77.5M㎐、 大和：
　86.5M㎐）
■放送日時／毎週金曜日、正午～午後0時55分

同
時
開
催

越
後
立
て
鯉
展
示
観
賞
即
売
会

　

体
長
が
60
㎝
以
下
の
さ
ま
ざ
ま
な
品
種

の
錦
鯉
を
観
賞
、
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
一
般
公
開
／

▽
4
月
19
日
㈯
午
前
9
時
～
午
後
5
時

▽
4
月
20
日
㈰
午
前
8
時
30
分
～
午
後

　

1
時

■
会
場
／
総
合
体
育
館
第
1
駐
車
場
脇

■
問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
市
錦
鯉
漁
業
協

同
組
合
事
務
局
�
41
・
1
4
0
5

細貝恵美

田中彩貴

■パーソナリティ
　／細貝恵美
■レポーター／田
　中彩貴（小千谷
　市出身）
■問い合わせ／企
　画政策課まちづ
　くり推進室�83
　-3507
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お知らせ

平成26年度成人式のご案内
　成人になったみなさんをお祝いし、成人式を開催
します。申し込みは必要ありません。直接会場にお
越しください。多数のご出席をお待ちしています。
■日時／5月3日㈷午後1時開式（午後3時終了予定）
■会場／市民会館（土川1-3-3）
■受付／午前11時30分～
■内容／記念式典・アトラクション・記念撮影
■対象者／平成5年4月2日～平成6年4月1日に生
　まれた方
※転入、転出された方も参加できます。
※対象者が市外に転出されている場合はご家族など
　から本人に連絡してください。
※対象者個人に案内状は発送しません。
■その他／
▷記念品として後日記念写真を郵送します。希望す
　る方は裏面の記念写真送付票に記入のうえ、当日

　式場にお持ちください。
▷市では地元就職支援のため新潟就職情報サイト
　「にいがた就職応援団」とタイアップし、就職支
　援のためのセミナー開催、情報提供を行っていま
　す。今年から就職活動を始める学生の方は、情報
　希望の有無をお聞かせください。メールでの配信
　もしていますのでご希望の方はメールアドレスも
　記入ください。
▷記入いただいた個人情報は記念写真の送付・地元
　就職支援以外の目的には使用しません。
■問い合わせ／
▷成人式について：公民館（市民会館内）�82-
　9111
▷就職支援情報について：商工観光課商工振興係�
　83-3512

指
定
ご
み
袋
を
交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
次
の
方
々
を
対
象
に
指
定
ご
み
袋
を
無
償
で
交
付

し
ま
す
。

■
対
象
者
と
交
付
す
る
ご
み
袋
の
種
類
な
ど
／

対
象
者

指
定
ご
み
袋
の
種
類

※
す
べ
て
（
小
）

数
量

A
生
活
保
護
世
帯

燃
や
す
ご
み
用

年
間
30
枚
×
世

帯
人
員
数

埋
立
ご
み
用

年
間
10
枚

B
障
害
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
き
、
紙
お
む

つ
ま
た
は
ス
ト
マ
用

装
具
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方

燃
や
す
ご
み
用

1
人
あ
た
り
年

間
1
2
0
枚

C
在
宅
寝
た
き
り
老
人

等
介
護
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方

燃
や
す
ご
み
用

1
人
あ
た
り
年

間
1
2
0
枚

D
3
歳
未
満
の
乳
幼
児
燃
や
す
ご
み
用

1
人
1
か
月
あ

た
り
10
枚

（
3
歳
の
誕
生
日

の
前
月
ま
で
）

■
申
請
方
法
／

▽
対
象
者
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
の
方
：
申
請
書
（
は
が
き
）
を
郵
送
し

　

ま
し
た
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市
民
生
活
課
衛
生
施
設
係

　

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｄ
の
方
は
、
住
ん
で
い
る

　

地
区
の
支
所
・
連
絡
所
で
も
交
付
し
ま
す
。

▽
対
象
者
Ｃ
の
方
：
在
宅
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
現
況
報

　

告
書
の
提
出
依
頼
に
、
申
請
書
を
同
封
し
郵
送
し
ま
し
た
。

　

必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
ま
で
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。
指
定
袋
は
実
際
に
手
当
て
を
受
給
し
て
い
る

　

方
が
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

▽
市
民
生
活
課
衛
生
施
設
係
�
83
・
3
5
0
9

▽
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
�
83
・
4
0
6
0

き　

り　

と　

り

き　り　と　り

平
成
26
年
度
納
税
・
納
入
通
知
書
を
　

発
送
し
ま
す

●
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）
に
該
当
す
る
方
に
は
、

4
月
9
日
㈬
に
4
、6
、8
月
分
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

普
通
徴
収
（
自
主
納
付
ま
た
は
口
座
振
替
）
に

該
当
す
る
方
に
は
4
月
15
日
㈫
に
4
～
6
月
分
を

発
送
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
封
の
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
入
通
知
書

　

4
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）
に

該
当
す
る
方
に
は
、
4
月
9
日
㈬
に
4
、
6
、
8

月
分
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

6
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）
に

該
当
す
る
方
に
は
、
4
月
15
日
㈫
に
6
、
8
月
分

を
発
送
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
封
の
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
特
別
徴
収（
年
金
天
引
）

に
該
当
す
る
方
、
ま
た
は
普
通
徴
収
（
自
主
納
付

ま
た
は
口
座
振
替
）
に
該
当
す
る
方
に
は
7
月
に

発
送
し
ま
す
。

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税
通
知
書

　

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
4
月
15
日
㈫
に
発

送
し
ま
す
。

　

同
封
す
る
課
税
明
細
書
で
資
産
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
�
83
・
3
5
0
8



︱　16

お知らせ

住所 〒

世帯主氏名
氏名
電話番号
就職支援情報の
送付

（チェックをつ
けてください）

□上記住所へ送付を希望する
□上記以外の住所へ送付を希望する
　↓送付希望先住所
　〒

□希望しない
メールアドレス

（パソコンのみ）

住所 〒

氏名

様

成人式記念写真送付票　 （送付用）（市控用）

き
　
り
　
と
　
り 〔　　　　�　　　　　〕

き　り　と　り

JR小千谷発電所一般公開
　第27回信濃川河岸段丘ウォー
クの開催に併せて、JR小千谷発
電所が一般公開されます。普段
見る機会のない施設の見学がで
きます。
　入場無料ですので、ぜひお越
しください。
■日時／4月29日㈷午前10時～
　午後3時
■会場／JR小千谷発電所内
※駐車スペースに限りがあるた
　め、お待ちいただく場合があ
　ります。
■内容／
▷施設見学会
▷写真パネル展示
▷シネマギャラリー
▷ミニゲーム
▷ミニSL
■その他／雨天決行、荒天中止
■問い合わせ／ JR小千谷発電
　所�82-2702

ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
平
成
26
年
度

講
座
受
講
生
募
集

　

受
講
料
（
材
料
費
）
の
ほ
か
に
ホ
ー

ム
利
用
登
録
料
1
0
0
0
円
が
必
要
で

す
。
定
員
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
込
少
数
の
場
合
、
開
催
し
な
い
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
完
了
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場

　

合
、
材
料
費
な
ど
を
い
た
だ
く
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
／
午
前
9
時
～

午
後
9
時
、
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
（
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
）
�
82
・
8
5
1
0

○
イ
シ
ュ
タ
・
ヨ
ガ
ス
ク
ー
ル
1

　

個
人
の
体
質
・
体
型
を
尊
重
し
、
瞑

想
と
呼
吸
で
疲
れ
た
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

イ
シ
ュ
タ
と
は
「
個
人
」
を
意
味
し
、

個
人
個
人
の
ペ
ー
ス
で
ヨ
ガ
が
で
き
る

こ
と
、
引
き
締
め
効
果
が
高
い
こ
と
で

注
目
の
ヨ
ガ
ス
タ
イ
ル
で
す
。

■
日
時
／
5
月
7
日
～
6
月
4
日
（
毎

週
水
曜
日
、
計
5
回
）
午
後
7
時
～
8

時
15
分

■
会
場
／
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
2
階
軽
運
動
場

■
講
師
／
小
林
麗
さ
ん
（
イ
シ
ュ
タ
・

ヨ
ガ
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
定
員
／
30
人

■
受
講
料
／
2
0
0
0
円
（
5
回
分
）

■
持
ち
物
／
運
動
の
で
き
る
服
装
（
裸

足
で
行
い
ま
す
）

○
母
の
日
フ
ラ
ワ
ー
　
　
　
　
　

　
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

大
切
な
お
母
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち

を
、
お
花
で
贈
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
／
5
月
9
日
㈮
午
後
7
時
～
8

時
30
分

■
会
場
／
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
2
階
講
習
室

■
講
師
／
目
崎
加
奈
子
さ
ん
（
国
際
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
協
会
認
定
）

■
定
員
／
15
人

■
受
講
料
／
3
0
0
0
円
（
材
料
費
）

■
持
ち
物
／
花
ば
さ
み
、
新
聞
紙

先
天
性
股
関
節
脱
臼
検
診
の

受
診
医
療
機
関
が
変
わ
り
ま
す

　

先
天
性
股
関
節
脱
臼
検
診
の
受
診
医

療
機
関
は
4
月
1
日
か
ら
小
千
谷
総
合

病
院
（
整
形
外
科
）、
根
元
整
形
外
科

医
院
、
小
林
整
形
外
科
医
院
の
3
か
所

に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

魚
沼
病
院
（
整
形
外
科
）
で
は
受
診

票
（
公
費
負
担
券
）
が
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

先
天
性
股
関
節
脱
臼
は
発
見
が
遅
れ

る
と
治
療
が
難
し
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た

め
に
生
後
３
か
月
の
時
点
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健

係
�
83
・
3
6
4
0

△昨年の様子
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未編集
※気象データは、 小千谷市消防本部速報値です。（観測地：元中子）

お知らせ・健診日程

　　　　■問い合わせ／
　　　　　健康センター保健係
　　　　　�83-3640

▶会場は健康センターです。発熱や発疹など、普段と違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日にお越しください。
▶乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札をお渡しします。
▶番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分～、午後に
　開催の場合：正午～

健診名 対象 期日 受付時間 持ち物 その他
4か月児
健康診査

平成25年
12月生まれ

5月14日㈬ 13：00 ～
13：10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食講習会を同時に行います。

10か月児
健康診査

平成25年
6月生まれ

5月  1日㈭ 13：00 ～
13：10

母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時に行
います。

1歳6か月児
健康診査

平成24年
10月生まれ

5月27日㈫ 13：00 ～
13：20

母子健康手帳 歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

2歳児
歯科検診

平成24年
4月生まれ

5月28日㈬   9：00 ～
  9：10

母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導を行いま
す。歯をみがいてからお越しく
ださい。

3歳児
健康診査

平成23年
4月生まれ

5月15日㈭ 13：00 ～
13：20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アン
ケート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

 5月
乳幼児の健康診査日程

■まちのうごき（3月31日現在）

人口と世帯数
（　）内は前月比

気象データ　※ 消防本部出動状況 交通事故発生状況

26年3月 過去10年
の平均

26年
1～3月

25年
1～3月

26年
1～3月

25年
1～3月

男 18,710人( － 51) 出生 18人 平均気温 3.3℃ 3.0℃
火災 4件 2件

件数 23件 32件

女 19,126人(－101) 死亡 38人 最高気温 20.6℃ 16.3℃ 死者 0人 0人

合計 37,836人(－152) 転入 137人 最低気温 -6.0℃ -3.9℃
救急 351件 385件

傷者 29人 41人

世帯数 12,691世帯(－7) 転出 269人 降水量月計 47.0㎜ 136.3㎜

平
成
26
年
度
片
貝
町
野
球
大
会
　

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

片
貝
町
野
球
連
盟
で
は
、
今
年
度
に
次

の
野
球
大
会
を
片
貝
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
す
べ
て
日
曜
日

▽
第
50
回
会
長
杯
野
球
大
会
：
4
月
27
日

▽
第
34
回
議
員
団
杯
野
球
大
会
：
5
月
18
日

▽
第
50
回
節
句
野
球
大
会
：
6
月
15
日

▽
第
45
回
お
盆
野
球
大
会
：
7
月
6
日

▽
第
10
回
根
本
杯
野
球
大
会
：
8
月
24
日

■
会
場
／
片
貝
ス
ポ
ー
ツ
広
場

■
参
加
料
／
1
チ
ー
ム
1
大
会
に
つ
き

5
0
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ
／
片
貝
町
野
球
連
盟
�
84

・
3
7
7
5
�
84
・
4
1
1
5

第
2
回
ザ
・
ダ
ン
サ
ー
ズ

　

市
内
の
園
児
か
ら
大
人
ま
で
総
勢
1
5

5
人
に
よ
る
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
の
発
表

会
で
す
。

■
日
時
／
4
月
27
日
㈰
午
後
1
時
～
（
午

後
0
時
30
分
開
場
）

■
会
場
／
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／
非
営
利
団
体
S
I
A
N

（
代
表
：
小
川
）
�
0
9
0
・
5
2
0
2
・

3
0
3
3
�

訂正とお詫び

　3月25日発行の「市報おぢやお知らせ版」
に誤りがありました。右記のとおり訂正し、
お詫びします。
■訂正箇所／使用料改定のお知らせ（10ペ
　ージ）中、「白山運動公園・グリーンヒル
　白山」表中の「多目的広場」、「ナイター
　設備（全灯）」・「ナイター設備（⅔点灯）」
　の単位
■問い合わせ／生涯学習スポーツ課スポー
　ツ振興係（総合体育館内）�83-0077

●白山運動公園・グリーンヒル白山
▷施設予約・問い合わせ／生涯学習スポーツ課�83-0077

（円）

施設名 単位 現行料金 新料金

多目的広場
全面 1時間 1,500 1,540
半面 1時間 750 770

ナイター設備（全灯） 30分 1,500 1,540
ナイター設備（⅔点灯） 30分 1,000 1,030
外周走路照明設備 1回 300 300

訂正後

　
　
　
　
　

neon_dance_school@yah
oo.co.jp
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問　題
　3月24日、新たに市の文化財に指
定された魚沼神社で行われる行事は
何でしょう？
①太

だ い だ い

太神楽　②橙
だいだい

神楽　③大
だ い た い

体神楽
（ヒントは7ページ）
■応募先／郵便番号、住所、氏名を
　明記のうえ、次の宛先までお送り
　ください。
　〶947-8501　小千谷市役所企画
　政策課秘書広報係（住所は記載不
　要です）
■締切／4月25日㈮（当日消印有効）

　3月号の答えは③「総務」でした。
抽選の結果、次の方々が当選しました。
　中村紀代子さん　　細貝仁さん
　横山光次さん

ま
だ
取
材
先
で
も
編
集
作
業

で
も
周
り
の
方
々
に
助
け
て

も
ら
い
な
が
ら
の
日
々
で
す

が
、
気
持
ち
も
新
た
に
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

い

●
今
年
度
も
引
き
続
き
、
市

報
お
ぢ
や
の
編
集
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
4

年
目
に
突
入
で
す
。
今
年
、

小
千
谷
市
は
「
市
制
施
行
60

周
年
・
中
越
大
震
災
か
ら
10

年
」
の
節
目
の
年
で
、
そ
れ

に
ち
な
ん
だ
行
事
が
数
多
く

開
催
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
市

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

情
報
発
信
し
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
も
い
ろ
ん
な
行
事
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
例
年

以
上
に
土
日
の
取
材
が
多
く

な
り
そ
う
で
す
が
、
体
調
管

理
に
留
意
し
取
材
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。　

よ

を
持
つ
反
面
、
そ
の
責
任
の

重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
小

千
谷
市
に
は
沢
山
の
魅
力
が

あ
り
ま
す
。
人
、
自
然
、
伝

統
、
ひ
と
つ
で
も
多
く
取
材

し
み
な
さ
ん
に
精
一
杯
届
け

る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
一
生

懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。
今
後
、

み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
お
邪

魔
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
1
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　

あ

●
今
回
4
月
の
人
事
異
動
で
、

2
年
間
編
集
に
携
わ
っ
た
き

さ
ん
に
代
わ
り
、
あ
さ
ん
が

新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。
こ

の
2
人
、
結
構
見
た
目
が
似

て
い
て
、
代
わ
っ
た
こ
と
に

気
付
か
な
い
人
も
い
る
の
で

は
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

は
と
い
う
と
、
異
動
も
な
く

早
い
も
の
で
広
報
担
当
5
年

目
に
突
入
し
ま
し
た
。
ま
だ

●
3
月
を
も
ち
ま
し
て
編
集

室
を
離
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
材
・

市
報
づ
く
り
の
日
々
は
長
い

よ
う
で
本
当
に
短
く
、
が
む

し
ゃ
ら
に
駆
け
抜
け
た
2
年

で
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
取

材
先
で
出
会
っ
た
み
な
さ
ん

の
温
か
い
お
も
て
な
し
は
今

で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
最
後
に
、
い
つ
も
市
報

を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ほ

ん
の
少
し
で
も
「
最
近
の
市

報
っ
て
明
る
く
な
っ
た
ね
」

と
感
じ
て
も
ら
え
た
な
ら
、

こ
れ
ほ
ど
幸
せ
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　

き

●
4
月
か
ら
市
報
お
ぢ
や
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

あ
と
申
し
ま
す
。
広
報
と
い

う
情
報
を
伝
え
る
仕
事
に
携

わ
る
こ
と
の
で
き
る
期
待
感

編
集
室
だ
よ
り

ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

　船岡山下の上ノ山の秋葉神社の近くに来てみると、山際だからでしょう
か、三月も末なのに他の市街地よりも残雪が深くて驚きました。
　それでも気持ちの良い暖かい陽射しに、私は“春が来た、春が来た、ど
こに来た。山に来た、里に来た、オンにも来た”となっていました。

（絵と文は西脇正久さん）

小千谷を描く
No. ４７９

春浅む
秋葉通りにて


